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あ
と
が
き

　

序
で
触
れ
た
こ
と
を
繰
り
返
す
よ
う
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
サ
ル
ト
ル
の
活
動
領
域
は
哲
学
、
思
想
、
小
説
、
戯
曲
、
映
画
、
政
治

的
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
嘗
て
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
は
数
学
者
、
物
理
学
者
と
し
て
名
を
馳
せ
、
そ
れ
ま
で

の
ス
コ
ラ
哲
学
を
打
破
し
て
独
自
の
体
系
を
打
ち
立
て
、
近
代
哲
学
の
祖
と
謳
わ
れ
た
デ
カ
ル
ト
が
い
た
。
彼
の
知
的
活
動
の
範
囲

は
数
学
、
物
理
学
に
と
ど
ま
ら
ず
占
星
術
、
錬
金
術
、
魔
術
に
ま
で
及
び
、
果
て
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
女
王
の
た
め
に
バ
レ
ー
の
台
本

や
詩
を
書
い
た
り
も
し
た
。
こ
う
し
た
マ
ル
チ
才
能
タ
イ
プ
の
知
識
人
は
〝
普
遍
人
〞
と
呼
ば
れ
た
。
十
八
世
紀
に
お
い
て
も
ヴ
ォ

ル
テ
ー
ル
、
ル
ソ
ー
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
ら
が
、
同
様
に
様
々
な
多
岐
に
わ
た
る
分
野
を
幅
広
く
渉
猟
す
る
仕
事
を
残
し
、
普
遍
人

の
伝
統
を
継
承
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
デ
カ
ル
ト
は
『
方
法
序
説
』
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
き
著
し
た
。
こ
の
新
機
軸
の
行
為
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
ラ
テ
ン

語
に
よ
っ
て
し
か
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
「
哲
学
」
が
文
学
と
社
会
の
な
か
に
入
り
込
ん
で
き
た
と
い
わ
れ
る
。
い
わ
ば
、
哲
学
が
一

歩
一
般
人
の
精
神
世
界
に
近
づ
い
た
の
で
あ
る
。
サ
ル
ト
ル
は
専
門
領
域
の
哲
学
か
ら
出
発
し
、
文
学
（
小
説
）
の
領
域
で
〝
名
士
〞

と
し
て
の
花
を
開
花
さ
せ
た
。
端
的
に
言
っ
て
彼
の
小
説
作
品
『
嘔
吐
』
が
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
『
存
在
と
無
』
に
代
表
さ
れ

る
彼
の
哲
学
に
興
味
を
懐
く
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
サ
ル
ト
ル
は
現
代
に
お
け
る
「
文
学
」
と
「
哲
学
」
の
は

ざ
ま
を
遮
断
す
る
壁
を
少
な
か
ら
ず
低
く
す
る
に
功
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
〝
普
遍
人
〞
の
仕
事
を
語
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
全
領
域
に
通
底
す
る
一
つ
の
精
神
の
核
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
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あとがき

は
ず
だ
と
想
定
し
て
、
そ
れ
を
探
り
当
て
た
い
と
願
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
分
野
を
超
え
る
通
性
に
辿
り
着
き
た
い
と
い
う
こ
の
欲

求
は
無
視
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
本
書
の
『
サ
ル
ト
ル
の
文
学
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
説
・
戯
曲

以
外
の
哲
学
・
思
想
の
領
域
に
も
些
か
踏
み
込
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
一
つ
の
理
由
で
あ
る
が
、
願
わ
く
ば
内
容
が
看
板
を
偽
る〝
羊

頭
狗
肉
〞
の
態
を
成
し
て
い
な
い
こ
と
を
祈
る
の
み
で
あ
る
。

　

執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
己
の
非
力
を
承
知
の
上
で
臨
ん
だ
こ
と
と
は
い
え
、
質
・
量
と
も
に
圧
倒
的
な
サ
ル
ト
ル
の
業
績
を
前
に

す
る
と
き
、
自
ず
か
ら
〝
葭
の
髄
か
ら
天
井
を
覗
く
〞
こ
と
し
か
で
き
な
い
と
い
う
、
諦
念
に
も
似
た
気
持
ち
を
、
慨
嘆
の
念
と
と

も
に
そ
の
つ
ど
味
わ
い
な
が
ら
の
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
反
省
と
自
戒
の
意
を
込
め
て
正
直
に
吐
露
し
て
お
き
た
い
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
学
部
生
の
頃
か
ら
サ
ル
ト
ル
を
読
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
読
み
方
は
、
サ
ル
ト
ル
が
と
き
に
す
っ
か
り
忘

却
の
彼
方
に
去
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
に
極
め
て
断
続
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
私
は
生
来
勤
勉
な
性
質
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
、

一
つ
の
こ
と
を
継
続
的
に
追
究
す
る
忍
耐
力
に
欠
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
大
学
院
に
入
る
こ
と
を
勧
め
て
く

だ
さ
っ
た
指
導
教
授
の
故 

三
木 

治
先
生
に
、
研
究
対
象
と
し
て
の
作
家
の
変
更
を
申
し
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
恐
ら
く
は
、
私
の

浮
気
心
を
見
抜
い
て
お
ら
れ
た
先
生
は
、
私
が
新
た
に
取
り
組
む
つ
も
り
の
作
家
の
名
前
を
聞
く
と
、〝
そ
ん
な
も
の
は
君
、
研
究

に
値
し
な
い
よ
〞
と
一
笑
に
付
さ
れ
て
終
わ
っ
た
。
そ
れ
で
私
の
浮
気
心
も
治
ま
り
、
そ
の
ま
ま
何
と
な
く
サ
ル
ト
ル
と
の
付
き
合

い
が
続
い
て
い
る
。
三
木
先
生
か
ら
武
勲
詩
『
ロ
ラ
ン
の
歌
』
と
、
パ
ス
カ
ル
の
『
田
舎
人
へ
の
手
紙
』
の
手
ほ
ど
き
を
懇
切
丁
寧

に
ご
指
導
戴
い
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
あ
る
。
正
直
に
言
っ
て
当
時
は
、
サ
ル
ト
ル
と
何
の
関
係
も
な
い
古
色
蒼
然
た

る
作
品
を
読
む
こ
と
に
、
多
少
の
抵
抗
感
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
が
、
い
ま
省
み
て
、
武
勲
詩
は
と
も
か
く
と
し
て
、
パ
ス

カ
ル
と
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ム
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
を
植
え
付
け
て
戴
い
た
こ
と
は
、
思
想
研
究
上
少
な
か
ら
ず
有
益
で
あ
っ
た
と
思
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あとがき

う
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
ご
指
導
賜
っ
た
故 

三
木 

治
先
生
に
心
か
ら
の
感
謝
を
こ
め
て
つ
た
な
い
本
書
を
捧
げ
た
い
と
思

う
。

　

最
後
に
、
本
書
を
上
梓
す
る
に
あ
た
っ
て
は
関
西
大
学
出
版
部
出
版
課
の
皆
様
に
様
々
な
形
で
お
世
話
を
戴
い
た
。
懇
切
丁
寧
な

る
御
指
導
と
御
忠
告
を
賜
わ
り
、
当
方
の
わ
が
ま
ま
を
心
よ
く
聞
き
容
れ
て
戴
い
た
。
ま
た
、
大
学
院
生
の
竹
田 

悠
君
に
は
本
書

の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
の
作
成
に
協
力
を
仰
ぎ
、
同
じ
く
大
学
院
生
の
渋
谷
直
樹
君
に
は
パ
リ
か
ら
写
真
の
提
供
を
戴
い
た
。
あ
わ
せ
て

皆
様
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　

二
〇
〇
六
年
三
月
十
一
日

 

　

川
神 

傅
弘　
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註

註

序　

論

（
1
）　

Jean-Jacques B
rochier, Pour Sartre, Paris, J. C

. L
attès, 1995, p. 137.

（
2
）　

ibid.., p. 11.

（
3
）　

ibid., p. 135.

（
4
）　

ibid., p. 135.

（
5
）　

Françoise Sagan, A
vec m

on m
eilleur souvenir, Paris, G

allim
ard, 1984, pp. 183-185.

（
6
）　

John G
erassi, C

onscience haïe de son siècle, E
dition du R

ocher, 1992, p. 59.

（
7
）　

ibid., p. 53. 

な
お
、
サ
ル
ト
ル
の
経
歴
及
び
様
々
な
事
跡
に
つ
い
て
は
、
主
に
本
書
を
参
考
に
し
た
。

（
8
）　

ibid., pp. 55-56.

（
9
）　

ibid., p. 57.

（
10
）　

A
lain B

uisine, L
aideurs de Sartre, P

resses U
niversitaires de L

ille, 1986.

（
11
）　

ア
ン
ド
レ
・
グ
リ
ュ
ッ
ク
ス
マ
ン
、「
歴
史
へ
の
責
任
」、『
海
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
、p. 339.

（
12
）　

A
lbert C

am
us, L ’ H

om
m

e R
évolté, G

allim
ard, 119

e édition, 1954, pp. 67-75.

（
13
）　

L
es M

ots, G
allim

ard, 1964, p. 211.

（
14
）　

Sartre,  C
arnets de la drôle de guerre, G

allim
ard, 1995.

（
15
）　

J.-P. Sartre,  Œ
uvres rom

anesques, nrf, P
léiade, 1981, p. xxx.

（
16
）　

ア
ン
ナ
・
ボ
ス
ケ
ッ
テ
ィ
、『
知
識
人
の
覇
権
』、
新
評
論
、
石
崎
晴
巳
訳
、
一
九
八
七
、p. 71.

（
17
）　

P
ierre de B

oideffre, L
e rom

an français, depuis 1900,  Q
ue sais-je? 1979, p. 48.
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（
18
）　

Sartre, L ’Ê
tre et L

e N
éant,  G

allim
ard, 1968, p. 434.

（
19
）　

Q
uintus Septim

ius F
lorens Tertullianus, A

. D
. 160-200, 

カ
ル
タ
ゴ
の
生
ま
れ
。

（
20
）　

A
lbert C

am
us,  L ’H

om
m

e R
évolté, G

allim
ard, 119

e édition, p. 13.
（
21
）　

L ’Ê
tre et L

e N
éant, p. 66.

（
22
）　

M
erleau Ponty, H

um
anism

e et Terreur, G
allim

ard, 1947, le Yogi et le P
rolétaire 

の
章
参
照
。

（
23
）　

こ
の
講
義
は
後
に Introduction à la lecture de H

egel 

と
し
て
レ
ー
モ
ン
・
ク
ノ
ー
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
、
出
版
さ
れ
た
。

（
24
）　

E
ric W

erner, de la violence au totalitarism
e, C

alm
ann-L

évy, 1972, p. 21.

（
25
）　

R
aym

on A
ron, L ’opium

 des intellectuels, C
alm

ann-L
évy, 1983, p. 53. 

な
お
、
初
版
は
一
九
五
五
年
。

（
26
）　

C
am

us, N
i victim

es ni bourreaux, o. c., t. II, p. 336.

（
27
）　

de la violence au totalitarism
e, p. 52.
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註

第
一
部　

不
易
な
る
も
の　

サ
ル
ト
ル
の
こ
だ
わ
り

第
一
章　
『
嘔
吐
』　

テ
ー
マ
の
外
側
に
あ
る
も
の　

―
―L ’esprit de sérieux　
「
く
そ
真
面
目
の
精
神
」
の
拒
否

0

0

―
―

（
1
）　

L ’Ê
tre et L

e N
éant, J.-P. Sartre, G

allim
ard, P

rem
ière Partie 

及
び D

euièm
e Partie 

よ
り
。

（
2
）　

ibid., P
rem

ière Partie 

及
び D

euièm
e Partie 

よ
り
。

（
3
）　

ibid., p. 227　

周
辺
。

（
4
）　

L ’A
R

C
 30, D

e R
oquentin à M

athieu, A
nnie L

eclerc, p. 71.

（
5
）　

L
es M

ouches 
の
主
人
公
。

（
6
）　
『
新
訳
聖
書
』、
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
、
十
四
章
一
〜
九
。

（
7
）　

ibid., 

ル
カ
に
よ
る
福
音
、
十
章
三
十
八
〜
四
十
二
。

（
8
）　

L
es M

ouches, J.-P. Sartre, L
e L

ivre de Poche, p. 137 

―
サ
ル
ト
ル
は
こ
の
戯
曲
以
降
「
神
」
を
人
間
に
対
す
る
根
本
的
障
害
と

し
て
、
彼
方
に
押
し
や
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
あ
っ
て
、
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
み
な
ら
ず
、
世
界
に
一
つ
の
秩
序
が
存
在
す
る
と
い
う
想
定
、

religion naturelle 

の
如
き
も
の
を
も
一
切
含
め
た
、
あ
ら
ゆ
る
秩
序
の
破
壊
を
も
企
て
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
オ
レ
ス
ト
の
転
向
は
ア
リ

ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
《
世
俗
嫌
忌
》
か
ら
ソ
フ
ィ
ス
ト
的
《
実
践
道
徳
》
へ
の
移
行
と
も
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
9
）　

L ’Ê
tre et L

e N
éant, p. 77.

（
10
）　

ibid., p. 669.

（
11
）　

ibid., p. 669.

（
12
）　

ibid., p. 721.　

以
上
（
9
）（
10
）（
11
）（
12
）
は
、
い
ず
れ
も
『
人
文
書
院
』
松
浪
信
三
郎
訳
に
よ
る
。

（
13
）　

J.-P. Sartre, L
a Transcendance D

e L ’E
go,V

R
IN

, V
III, L

’E
xistence d ’autrui, p. 127.

（
14
）　

P
ierre D

e B
oisdeffre, M

étam
orphose de le Litterature, II

e, de Proust à Sartre, É
dition A

lsatia, J.-P. Sartre ou L
’im

puissante 

L
iberté, p. 261.

　

―
―
〝
肉
欲
的
幻
覚
、
糞
便
論
に
よ
る
偏
執
的
固
定
観
念
の
表
現
群
を
、
ボ
ワ
デ
ッ
フ
ル
は
《I ’ herbier m

étaphorique

（
隠
喩
的
植
物
誌
）》
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と
称
し
て
い
る
。〞

（
15
）　

L ’Ê
tre. et L

e N
éant, p. 251.̶

C
eux qui se cachent leur total liberté, Sartre les appelle des lâches. ̶

C
eux  qui croient que 

leur existence est nécessaries, Sartre les appelle des Salauds...
（
16
）　

L
a N

ausée, J.-P. Sartre, L
e L

ivre de Poche, 1968, p. 110.

（
17
）　

ibid., p. 148.

（
18
）　

L ’Ê
tre. et L

e N
éant, p. 77.

（
19
）　

H
uis-C

los, L
e L

ivre de Poche, J.-P. Sartre, p. 75.

（
20
）　

L
a N

ausée, p. 147.

（
21
）　

ibid., p. 167.

（
22
）　

ibid., p. 169.

（
23
）　

ibid., p. 173.

（
24
）　

ibid., p. 140.

（
25
）　

ibid., p. 141.

（
26
）　

ibid., p. 51.

（
27
）　

ibid., p. 19. ̶
“A

u fond j ’étais jusqu ’ici un am
ateur. ”

（
28
）　

ibid., p. 91.

（
29
）　

ibid., p. 207.

（
30
）　

ibid., p. 204.

（
31
）　

L ’Ê
tre et L

e N
éant, p. 585.

　
　
〝
サ
ル
ト
ル
は
《
過
去
》
の
持
つ
意
味
を
全
く
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
過
去
は
も
は
や
存
在
し
な
い
が
、
過
去
の
存
在

に
関
す
る
記
憶
は
仮
定
、
予
測
、
予
想
を
暗
に
含
ん
で
お
り
、
こ
う
し
た
存
在
論
的
予
測
が
、
脳
の
痕
跡
の
有
名
な
仮
説
を
招
来
し
た
の
で
あ
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註

る
が
、
た
と
え
、
無
の
中
へ
過
去
が
瓦
解
し
た
と
し
て
も
記
憶
（
脳
の
痕
跡
）
が
実
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
、
現
在
の
観
念
や
現
在

の
肉
体
の
中
で
活
動
中
で
あ
る
か
ぎ
り
、
事
実
上
の
存
在
は
持
た
ぬ
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
総
合
的
に
、
現
在
を
形
成
す
る
、facticité 

の
一

要
素
で
あ
る
わ
け
な
の
だ
。〞
こ
の
件
に
関
し
て
は
、『
存
在
と
無
』、
第
二
章
の
、L

a Tem
poralité 

の
項
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
32
）　

P
ierre B

outang, Sartre est-il un Possédé?, L
a Table ronde, 1950. 

よ
り
。

（
33
）　

Sim
one de B

eauvoir, Pour une m
orale de l ’am

biguïté , G
allim

ard, III. 1. L
’A

ttitude esthétique. 

よ
り
。

（
34
）　

R
.-M

. 
ア
ル
ベ
レ
ー
ス
、『
二
十
世
紀
文
学
の
決
算
』、
村
松
剛
訳
、
現
代
文
芸
評
論
叢
書
、pp. 63-64.

（
35
）　

Pour une m
orale de l ’am

biguïte, III. 5. L
’A

m
biguïté.

（
36
）　

L ’Ê
tre et L

e N
éant, p. 720.

（
37
）　

モ
ー
リ
ス
・
ナ
ド
ー
、『
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
小
説
』、
み
す
ず
書
房
、
篠
田
浩
一
郎
訳
、p. 78.

（
38
）　

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
、『
零
度
の
文
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
章
』、
渡
辺
淳
他
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
〇
、p. 174.

第
二
章　

C
arnets de la drôle de guerre 　

奇
妙
な
戦
争
の
メ
モ　

―
― 

本
来
性
へ
の
こ
だ
わ
り 

―
―

『
奇
妙
な
戦
争
』
の
底
本
と
し
て
は
下
記
の
も
の
を
使
用
し
た
。
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
以
下
ペ
ー
ジ
の
み
を
記
す
。

 J.-P. Sartre, C
arnets de la drôle de guerre, nrf, G

allim
ard, 1995.

（
1
）　

cette paix-guerre, la guerre-paix, p. 303.

（
2
）　

authenticité: 

本
来
性

　

authentique, l ’authentique, / E
igentlich-keit

　

inauthentique, l ’inauthentique, inauthenticité

（
3
）　

p. 19.

（
4
）　

p. 188.

（
5
）　

p. 189.
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（
6
）　

p. 194.

（
7
）　

p. 195.
（
8
）　

p. 195.
（
9
）　

p. 196.

（
10
）　

p. 403.

（
11
）　

p. 403.

（
12
）　

p. 214.

（
13
）　

p. 214.

（
14
）　

p. 241.

（
15
）　

p. 241.

（
16
）　

p. 241.

（
17
）　

p. 241.

（
18
）　

p. 242.

（
19
）　

p. 244.

（
20
）　

p. 575.

（
21
）　

Journal de G
ide, le 20.décem

bre 1924, nrf, œ
uvres com

plètes X
III, p. 484.

（
22
）　

C
arnets, p. 575.

（
23
）　

p. 577.

（
24
）　

p. 578.

（
25
）　

p. 579.

（
26
）　

p. 579.
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（
27
）　

p. 579.

（
28
）　

p. 578.
（
29
）　

p. 580.
（
30
）　

pp. 610-612.

（
31
）　

J.-P. Sartre, Situations, I, G
allim

ard, 1978, p. 283.

（
32
）　

ibid., p. 278.

（
33
）　

C
arnets, p. 253.

（
34
）　

pp. 254-255.

（
35
）　

Stuart Zane C
harm

é, Vulgarity and A
uthenticity, dim

entions of otherness in the w
orld of Jean-Paul Sartre, T

he U
niversity of 

M
assachusetts P

ress. A
M

H
E

R
ST, p. 6.

（
36
）　

ibid., p. 7.
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第
二
部　

自
由
の
希
求

第
一
章　

自
由
へ
の
《Les chem

ins

》

（
1
）　

G
erm

aine B
rée: A

n age of fiction, 

邦
訳
『
小
説
の
時
代
』（
紀
伊
國
屋
書
店
）
に
お
い
て
、
ブ
レ
女
史
は
「
サ
ル
ト
ル
の
新
技
法
は
理

論
的
に
は
正
当
で
あ
っ
て
も
、
彼
の
根
本
的
な
小
説
技
法
に
矛
盾
し
て
お
り
…
…
小
説
が
意
図
し
た
効
果
を
だ
い
な
し
に
す
る
退
屈
な
過
程
と

な
っ
て
い
る
…
…
」
と
非
難
し
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
ョ
ン
・
ジ
ュ
ラ
ッ
シ
に
よ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
現
代
文
学
の
研
究
者
ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
・
ブ
レ
は

イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
サ
ー
・
ダ
ン
ト
、
ロ
バ
ー
ト
・
カ
ミ
ン
グ
ら
と
共
に
サ
ル
ト
ル
追
及
の
急
先
鋒

で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
彼
女
は
『
反
抗
的
人
間
』
以
降
の
カ
ミ
ュ
に
心
酔
し
、
サ
ル
ト
ル
の
最
も
強
力
な
刺
客
と
な
っ
た
、
と
語
っ
て
い
る
。

（
2
）　
『
贋
金
づ
く
り
』

（
3
）　

Jean-Paul Sartre, L
es chem

ins de la liberté, T. II L
e sursis., p. 149.

（
4
）　

Il avait seize ans

…
…Il s ’était dit: 《Je serai libre

》, L
es chem

ins de la liberté, T. I. L
’âge de raison., p. 55.

（
5
）　

ibid., p. 71.

（
6
）　

ibid., p. 133.

（
7
）　

ibid., p. 74.

（
8
）　

ibid., p. 127.

（
9
）　

ibid., p. 129.

（
10
）　

ibid., p. 130.

（
11
）　

ibid., p. 133.

（
12
）　

ibid., p. 129.

（
13
）　

R
.-M

. A
L

B
É

R
È

S:  Jean-Paul Sartre, E
D

IT
IO

N
S U

N
IV

E
R

SITA
IR

E
S., p. 102.

（
14
）　

D
ans la liberté l ’être hum

ain est son propre passé (com
m

e aussi son avenir propre) sous form
e de néantisation. Jean-Paul 

Sartre: L ’Ê
tre et le N

éant., p. 65.
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（
15
）　

Jean-Paul Sartre, L
es chem

ins de la liberté, T. III L
a M

ort dans l ’âm
e., p. 219.

（
16
）　

な
お
、《lâches

》《salauds

》《m
auvaise foi

》
等
に
就
い
て
は
次
の
二
著
に
見
解
を
求
め
ら
れ
る
。

　
　

PIE
R

R
E

 D
E

 B
O

ISD
E

FFR
E

:  M
É

TA
M

O
R

PH
O

SE
 D

E
 LA

 LIT
T

É
R

AT
U

R
E

 

☆
☆ D

E
 PR

O
U

ST
 A

 SA
R

T
R

E
, É

D
IT

IO
N

S A
LSAT

IA
.,  

pp. 250-257.

　
　

A
N

D
R

É
 M

A
U

R
O

IS: D
E

 G
ID

E
 A

 SA
R

T
R

E
, L

IB
R

A
IR

IE
 A

C
A

D
É

M
IQ

U
E

 P
E

R
R

IN
., p. 290.

（
17
）　

IN
G

R
ID

 JO
U

B
E

R
T, A

LIÉ
N

AT
IO

N
 E

T
 LIB

E
R

T
É

 D
A

N
S LE

S C
H

E
M

IN
S D

E
 L

A
 LIB

E
R

T
É

 D
E

 J.-P. SA
R

T
R

E
, D

idier., p. 

161.第
二
章　

ゲ
ッ
ツ
《
変
貌
》
に
見
る　

―
十
六
、
十
八
、
二
十
世
紀
を
生
き
た
一
精
神
史
―

（
1
）　
『
サ
ル
ト
ル
全
集
十
五
巻
』、
あ
と
が
き
、
生
島
遼
一
、
人
文
書
院
よ
り
。

（
2
）　

例
え
ば
、「
農
村
の
住
民
の
う
ち
で
は
、
た
だ
貴
族
だ
け
が
外
部
の
社
会
と
関
係
を
も
ち
、
新
し
い
い
ろ
ん
な
欲
望
を
も
っ
て
い
た
に
過

ぎ
ず
、
農
民
大
衆
は
決
し
て
、
最
も
近
い
地
方
的
諸
関
係
を
さ
え
越
え
る
こ
と
が
な
く
、
ま
た
こ
の
地
方
的
関
係
と
結
び
つ
い
て
い
る
地
方
的

な
視
野
か
ら
、
頭
を
出
す
と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た
」
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
そ
の
著
『
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
』〔
秦
玄
龍
訳
、
文
化
評
論
社
〕
で
語
っ

て
い
る
。
農
村
の
住
民
の
生
き
方
は
ド
イ
ツ
に
限
ら
ず
、
ほ
ぼ
全
欧
に
於
い
て
も
類
似
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

（
3
）　

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
＝
エ
ン
ゲ
ル
ス
、『
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
』、
秦
玄
龍
訳
、
文
化
評
論
社
、
一
九
四
八
。

（
4
）　

ロ
ー
ラ
ン
ド
・
Ｈ
・
ベ
イ
ン
ト
ン
、『
宗
教
改
革
史
』、
出
村
彰
訳
、
新
教
出
版
社
、
一
九
六
六
。

（
5
）　

John W
ycliffe. 1320-1384.  

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
学
び
レ
ス
タ
ー
シ
ャ
ー
の
ラ
タ
ワ
ー
ス
の
牧
師
と
な
る
。
化
体
説
（transub-

stan tiation theory

）
を
否
定
し
宗
教
改
革
者
と
し
て
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
。
神
の
恩
寵
、
予
定
、
個
人
の
信
仰
に
よ
っ
て
の
み
救
済
が

得
ら
れ
る
こ
と
を
説
き
教
皇
へ
の
服
従
を
拒
ん
だ
。
ウ
イ
ク
リ
フ
の
説
は
の
ち
の
フ
ス
戦
争
、
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
に
ま
で
影
響
を
与
え
る
の

で
あ
る
。

（
6
）　

Johannes H
uss. 1369-1415.  

ボ
ヘ
ミ
ア
の
宗
教
改
革
者
。
十
五
世
紀
初
め
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ウ
イ
ク
リ
フ
の
宗
教
改
革
説
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が
伝
わ
り
、
プ
ラ
ハ
大
学
総
長
で
あ
っ
た
フ
ス
は
た
だ
ち
に
こ
れ

0

0

を
信
奉
、
一
四
一
五
年
の
処
刑
の
日
ま
で
教
皇
側
か
ら
の
厳
し
い
弾
圧
に
耐

え
な
が
ら
精
力
的
な
教
会
批
判
活
動
を
続
け
た
。

（
7
）　

ウ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
城
内
の
礼
拝
堂
の
扉
に
九
十
五
の
提
題
を
掲
げ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
十
月
三
十
一
日
で
は
な
く
翌
日
の
十

一
月
一
日
の
諸
聖
人
祝
日
で
あ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事
実
は
本
当
は
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
提
題
掲
示
の

信
憑
性
を
疑
わ
し
く
思
う
意
見
も
あ
り
、
真
相
は
定
か
で
な
い
ら
し
い
。
／
渡
辺
茂
、『
ド
イ
ツ
宗
教
改
革
史
』、
聖
文
舎
。

（
8
）　

G
. R

. E
lton, R

eform
ation E

urope 1517-1559, 1963  (T
he Fontana H

istory of E
urope)

、『
宗
教
改
革
の
時
代
』、
越
智
武
臣
訳
、
み

す
ず
書
房　

第
一
章
。

（
9
）　

ibid., p. 5.

（
10
）　

M
anfred B

ensing, L
eipzig, 『

ト
ー
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
』、
田
中
真
造
訳
、
未
来
社
、
一
九
六
五
。

（
11
）　

半
田
元
夫
、『
宗
教
改
革
小
史
』、
清
水
弘
文
堂
書
房
、
一
九
六
八
、
第
二
章
。

（
12
）　

ル
タ
ー
の
農
民
戦
争
に
対
す
る
態
度
は
、
古
来
、
激
し
い
論
議
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
ル
タ
ー
の
生
涯
に
お
け
る
「
ぬ
ぐ
う
べ

か
ら
ざ
る
汚
点
」
と
酷
評
す
る
も
の
か
ら
、
彼
の
「
偉
大
さ
の
頂
点
」
と
し
て
称
賛
す
る
も
の
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
評
価
は
極
端
に
対
立
し

て
い
る
。
／
渡
辺
茂
、『
ド
イ
ツ
宗
教
改
革
史
』、
聖
文
舎
、
一
九
七
八
、p. 71.

（
13
）　

瀬
原
義
生
、
岩
波
講
座
、
世
界
歴
史
十
四
、
近
代
一
、『
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
』、p. 341.

（
14
）　
「
一
四
八
〇
年 W

ürttenberg 

の Jaxthausen 

に
生
ま
れ
た G

ötz 

は
十
五
歳
の
時
に
伯
父
に
伴
わ
れ
て W

orm
s 

の R
eichstag 

を
見
、
幼

少
に
し
て
已
に
独
逸
国
内
の
擾
乱
の
縮
図
に
接
し
た
。
間
も
な
く
諸
方
の
王
侯
に
与
し
て
、
戦
争
を
事
と
す
る
が
、
自
分
は
い
つ
ま
で
も
独
立

の
騎
士
と
し
て
、
一
身
の
自
由
を
保
証
し
え
た
。
彼
は
或
る
戦
役
の
際
右
手
を
失
い
、
精
巧
な
る
鉄
腕
を
以
て
之
に
代
え
た
。
戦
場
に
於
け
る

多
く
の
経
験
は
彼
の
名
を
独
逸
に
於
け
る
最
も
勇
敢
な
る
騎
士
に
し
た
。
一
五
二
五
年
彼
は
百
姓
一
揆
の
頭
目
に
祭
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の

騒
擾
の
終
わ
る
頃
遂
に
捕
わ
れ
る
。
彼
は A

ugsberg 

に
於
い
て
、
百
姓
の
頭
目
と
な
っ
た
理
由
を
弁
明
し
て
、
よ
り
大
な
る
不
祥
事
を
そ
れ

に
よ
っ
て
防
圧
し
得
た
こ
と
を
証
明
し
た
た
め
に
、
一
五
三
〇
年
遂
に
釈
放
さ
れ
る
。
併
し
而
後
は H

ornberg 

の
彼
の
居
城
に
籠
居
す
る
こ

と
、
及
び M

ainz 

と W
ürzburg 

に
賠
償
す
る
事
の
条
件
で
許
さ
れ
る
。
後
カ
ー
ル
皇
帝
の
た
め
に
土
耳
古
征
戦
に
加
わ
り
、
更
に
対
仏
蘭
西
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の
戦
役
に
も
従
軍
し
て
い
る
。
平
和
条
約
締
結
後
は
再
び
ホ
ル
ン
ベ
ル
ク
に
帰
っ
て
一
五
六
二
年
八
十
二
歳
の
高
齢
を
以
て
そ
の
生
涯
を
終
え

る
。」
／
以
上
、
簡
略
な
ゲ
ッ
ツ
の
略
歴
。『「
若
き
ゲ
ー
テ
」
研
究
』、
木
村
謹
治
著
、
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三
八
、p. 524. 

（
15
）　

R
itterkrieg

（
騎
士
戦
争
）
一
五
二
二
〜
一
五
二
三
年
、
帝
国
騎
士
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ッ
キ
ン
ゲ
ン
が
思
想
的
代
弁
者
た
る
ウ
ル

リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ッ
テ
ン
と
呼
応
し
て
起
こ
し
た
戦
争
。
農
民
の
地
位
の
上
昇
や
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
の
目
覚
ま
し
い
台
頭
と
大
諸
侯
の
間
で

没
落
過
程
に
あ
っ
た
騎
士
階
級
の
地
位
の
再
上
昇
を
目
論
ん
だ
、
政
治
的
に
は
全
く
反
動
的
な
運
動
で
あ
っ
た
。
皇
帝
中
心
・
騎
士
中
核
の
中

世
的
統
治
形
態
の
復
帰
を
望
ん
だ
が
、
銃
砲
火
器
の
発
達
は
既
に
彼
ら
の
出
番
を
失
わ
し
め
て
い
た
。

（
16
）　

R
ichard Friedenthal, G

oethe, Sein L
eben und Seine Zeit,  

平
野
雅
史
他
訳
、
講
談
社
、
上
巻
、
一
九
六
三
、p. 132.

（
17
）　

ibid., p. 133.

（
18
）　

Jean-Paul Sartre, LE
 D

IA
B

LE
 E

T
 LE

 B
O

N
 D

IE
U

, G
A

L
L

IM
A

R
D

, L
e L

IV
R

E
 de P

O
C

H
E

, 1966., p. 228.

（
19
）　

L
e D

iable et le B
on D

ieu a une histoire: l ’existence de Jean G
enêt fournit à Sartre le sujet d ’une pièce que la découverte 

des P
ropos de Table de Luther lui fit situer au tem

ps de la R
éform

e et non plus en A
frique, com

m
e il l ’avait pensé tout d ’abord 

(le titre initial était: L
a vengeance d ’un N

ègre). / J.-P. SA
R

T
R

E
 ou L

’IM
PU

ISSA
N

T
E

 L
IB

E
R

T
É

, M
É

TA
M

O
R

P
H

O
SE

 D
E

 L
A

 

LIT
T

É
R

AT
U

R
E

 II, P
IE

R
R

E
 D

E
 B

O
ISD

E
F

F
R

E
, É

D
IT

IO
N

S A
L

SAT
IA

., p. 287.

（
20
）　

R
obert L

orris; SA
R

T
R

E
 D

R
A

M
AT

U
R

G
E

, A
. G

. N
IZE

T., p. 186.  

よ
り
。

（
21
）　

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
＝
エ
ン
ゲ
ル
ス
、『
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
』。

（
22
）　

木
村
謹
治
、『「
若
き
ゲ
ー
テ
」
研
究
』（
改
訂
版
）、
弘
文
堂
書
房
、p. 507.

（
23
）　

R
obert L

O
R

R
IS; SA

R
T

R
E

 D
R

A
M

AT
U

R
G

E
, A

.-G
. N

IZE
T., 1975, p. 218.

（
24
）　

ibid., p. 219.

（
25
）　

Sartre, L
es M

ouches, G
allim

ard, Paris, 1943.

（
26
）　

P
hilippe H

odard, Sartre entre M
arx et Freud, E

ditions U
niversitaires, Jean-P

ierre D
elarge, 1979., p. 129.

（
27
）　

ibid., p. 34.
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（
28
）　

ibid., p. 35.

（
29
）　

Peter Szondi, 『
現
代
戯
曲
の
理
論
』、
市
村
仁
也
訳
、
ウ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス
叢
書
、
一
九
六
三
、pp. 123-126.

（
30
）　

Sartre, L
e D

iable et L
e B

on D
ieu, G

allim
ard, 1951; p. 100.

（
31
）　

ibid., p. 101.

（
32
）　

ibid., pp. 102-103.

（
33
）　

舟
木
重
信
、『
ゲ
ー
テ
人
生
読
本
』、
第
四
巻
、
六
芸
社
、
一
九
三
六
、p. 108.

（
34
）　

Jean-Paul Sartre, C
ritique de la raison dialectitque̶

Q
uesions de m

éthode, 

平
井
啓
之
訳
、
人
文
書
院
、pp. 16-17.

（
35
）　

Jean-Paul Sartre, L ’Ê
tre et le N

éant, G
allim

ard., pp. 720-722.

（
36
）　O

B
LIQ

U
E

S, N
um

éro Special, SA
R

T
R

E
 IN

É
D

IT
, dirigé par M

ichel SIC
A

R
D

, L
a G

rande M
orale extraits d ’un C

ahier de notes 

1947., pp. 249-262.

（
37
）　

ibid., p. 250.

（
38
）　

サ
ル
ト
ル
、『
方
法
の
問
題
』、pp. 26-28.

（
39
）　

ibid., p. 38.

（
40
）　

L
e D

iable et L
e B

on D
ieu., pp. 80-81.

（
41
）　

ibid., p. 77.

（
42
）　

ibid., pp. 102-103.

（
43
）　

L ’Ê
tre et le N

êant., p. 798.

（
44
）　

M
anfred B

ensing, 『
ト
ー
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
』、L

eipzig,  
田
中
真
造
訳
、
未
来
社
、
一
九
六
五
、p. 90.

（
45
）　

R
ichard Friedenthal, G

oethe, Sein L
eben und Seine Zeit,  

平
野
雅
史
他
訳
、
講
談
社
、
上
巻
、
一
九
六
三
、p. 132.

（
46
）　

ibid., p. 166.

（
47
）　

H
erm

ann A
ugust K

orff, G
eist der G

oethezeit; Versuch einer ideellen E
ntw

icklung der K
lassischrom

antischen Literaturgeschichte,
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『
ゲ
ー
テ
時
代
の
時
代
精
神
』
第
一
巻
、
松
永
譲
一
訳
、
桜
井
書
店
、p. 98.

（
48
）　

ゲ
ー
テ
全
集
、
第
十
巻
、
小
牧
健
夫
他
編
集
、
人
文
書
院
、
一
九
六
〇
、p. 73.

（
49
）　

木
村
謹
治
、『「
若
き
ゲ
ー
テ
」
研
究
』（
改
訂
版
）、
弘
文
堂
、p. 506.

（
50
）　

L
e D

iable et L
e B

on D
ieu., pp. 228-229.

（
51
）　

P
ierre-H

enri Sim
on, T

H
E

AT
R

E
 D

E
ST

IN
, A

R
M

A
N

D
 C

O
L

IN
., p. 182.  

よ
り
。

（
52
）　
『
ゲ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
リ
ッ
ヒ
ン
ゲ
ン
』、
ゲ
ー
テ
全
集
第
十
一
巻
、
改
造
社
版
、
一
九
三
六
、pp. 442-443.

（
53
）　

ibid, pp. 532-533.

（
54
）　

R
ichard Friedenthal, G

oethe, Sein L
eben und Seine Zeit., pp. 167-176.

（
55
）　

ゲ
ー
テ
全
集
、
第
十
巻
、
人
文
書
院
、
小
牧
健
夫
他
編
集
、pp. 40-42.
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第
三
部　

レ
ト
リ
ッ
ク　

―
―
ス
カ
ト
ロ
ジ
ー
と
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
―
―

第
一
章　

サ
ル
ト
ル
に
お
け
る
『
糞
便
論
的
記
述
』

（
1
）　

W
alter B

enjam
in: 

著
作
集
七
、『
文
学
の
危
機
』、W

erke B
and 7. A

ll rights reserved by Suhrkam
p Verlag K

G
., Frankfurt 

高
木

久
雄
、
佐
藤
康
彦
訳
、
一
九
六
九
、p. 166.

（
2
）　

モ
ー
リ
ス
・
ブ
ラ
ン
シ
ョ
、『
焰
の
文
学
』、
現
代
文
芸
評
論
叢
書
、
紀
伊
國
屋
書
店
、
重
信
常
喜
訳 p. 131.

〝
テ
ー
マ
は
そ
れ
が
形
成
さ

れ
る
論
理
的
な
場
所
で
は
生
き
生
き
と
し
て
い
る
が
現
実
的
な
事
物
の
反
映
の
な
か
に
移
植
さ
れ
る
と
死
ん
だ
思
考
と
な
る
。
こ
の
種
の
小
説

で
は
人
物
に
生
命
が
な
い
と
い
っ
て
非
難
さ
れ
る
が
、
生
命
が
な
い
の
は
観
念
で
あ
る
。
つ
ま
り
観
念
は
も
は
や
自
分
自
身
に
し
か
似
ず
、
自

分
自
身
の
意
味
し
か
持
っ
て
い
な
い
。
作
為
の
世
界
は
観
念
を
ち
っ
と
も
か
く
そ
う
と
し
な
い
。
そ
こ
で
は
観
念
が
そ
の
起
源
に
お
け
る
裸
の

状
態
よ
り
も
よ
く
見
え
、
ま
た
非
常
に
よ
く
見
え
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
に
提
供
す
べ
き
秘
密
を
少
し
も
持
っ
て
い
な
い
。〞

（
3
）　

P
iérre G

uiraud, L
a Stylistique. (C

ollection. Q
ue sais-je? N

˚646)  

佐
藤
信
夫
訳
、p. 117.

（
4
）　

Situations, I. M
aurice B

lanchot 
を
評
し
た
『
ア
ミ
ナ
ダ
ブ
』
の
章
を
参
照
。

（
5
）　

モ
ー
リ
ス
・
ブ
ラ
ン
シ
ョ
、『
焰
の
文
学
』、
一
九
五
九
、ibid., p. 136.

（
6
）　

C
laude-E

dm
ond M

agny, E
ssai sur les Lim

ites de la Littérature, Petite B
ibliothéque Payot: L

es sandales d ’E
m

pédocle. p. 157

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ
う
に
問
う
権
利
が
あ
る
。『
嘔
吐
』
の
文
学
的
手
法
、
つ
ま
り
組
み
立
て
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
《
切
り
取
り
》
な

ど
は
例
え
ば
、
読
者
に
な
ん
ら
か
の
印
象
を
も
た
ら
す
こ
と
や
、
本
を
読
ん
で
い
る
間
ロ
カ
ン
タ
ン
の
体
験
に
わ
れ
わ
れ
を
縛
り
付
け
る
こ
と

の
み
が
問
題
と
な
る
限
り
は
完
全
に
正
当
な
も
の
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
ら
が
同
時
に
別
の
工
夫
な
し
に
、
わ
れ
わ
れ
を
存
在
に
導
く
現
象
学
的

体
験
と
し
て
『
嘔
吐
』
の
正
当
化
を
保
証
し
う
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。

（
7
）　

ibid., p. 160.

（
8
）　

L ’Im
aginaire, Q

u ’est-ce que la litterature?, B
eaudelaire 

等
の
作
品
は
す
べ
て
そ
の
命
題
か
ら
出
発
し
て
い
る
。〝
詩
を
書
く
人
間
は
結

局
非
実
在
の
世
界
、
真
実
で
な
い
世
界
を
創
造
す
る
が
故
に
、
彼
ら
は
無
益
な
も
の
し
か
与
え
な
い
。
詩
は irréal 

と
い
う
意
味
で
既
に
《
悪
》
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そ
の
も
の
で
あ
る
。〞

（
9
）　

G
uido M

orpurgo-Tagliabue, SA
R

T
R

E
, A

 collection of critical essays. E
dited by E

dith K
ern. Prentice-H

all, Inc., E
ngland C

liffs, N
. 

J, p. 120.
（
10
）　

Q
u ’est-ce que la littérature? G

allim
ard., Q

u ’est-ce qu ’écrire? p. 33.

（
11
）　

ibid., p. 17.

（
12
）　

但
し
、
そ
こ
に
抒
情
性
を
見
出
す
こ
と
が
私
自
身
の
独
断
で
な
い
こ
と
の
証
言
を
示
し
て
お
こ
う
。M

étam
orphose de la litterature, II. 

D
e P

roust à Sartre. E
dition A

lsatia. P
ierre de B

oisdeffre. p. 259. 

よ
り
。

　
　

サ
ル
ト
ル
の
描
写
に
も
叙
情
性
は
あ
る
。
が
、
そ
れ
は
暗
い
じ
め
じ
め
し
た
詩
情
で
あ
り
、
カ
フ
カ
や
ジ
ュ
ア
ン
ド
ー
、
あ
る
い
は
ジ
ャ

ン
・
ジ
ュ
ネ
の
詩
か
ら
生
ま
れ
る
詩
情
に
類
似
し
て
い
る
。

（
13
）　

L
a N

ausée, L
e livre de poche. pp. 222-223.

（
14
）　

P
ierre de B

oisdeffre, M
étam

orphose de la litterature, II, ibid., p. 258.

（
15
）　

ibid., pp. 258-261.

（
16
）　

L ’Ê
tre et le N

éant, G
allim

ard, p. 29.

（
17
）　

L
a N

ausée, L
e livre de poche. p. 180.

（
18
）　

ibid., p. 182.

（
19
）　

J.-P. Sartre, L ’Im
aginaire, G

allim
ard, p. 162.

（
20
）　

J.-P. Sartre, L
e M

ur, C
ollection folio, G

allim
ard. É

rostrate. pp. 85-87.

（
21
）　

ibid., L ’enfance d ’un chef, pp. 174-175.

（
22
）　

L ’enfance d ’un chef 

の
肛
門
性
欲
症
の
描
写
は
フ
ロ
イ
ト
に
起
因
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
な
お
、
フ
ロ
イ
ト
に
関
す
る
サ
ル
ト
ル

の
見
解
は L ’Ê

tre et le N
éant 

の L
a Psychanalyse existentielle 

に
詳
し
い
。

（
23
）　

主
と
し
て
斜
視
、
父
の
居
な
い
こ
と
、
再
婚
に
よ
っ
て
母
を
奪
わ
れ
た
こ
と
等
、L

es m
ots 

に
詳
し
い
。
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（
24
）　

L
e D

iable et L
e B

on D
ieu, L

e livre de poche. p. 81.

（
25
）　

ibid., p. 216.
（
26
）　

G
eorges Poulet, L

es critiques de notre tem
ps et SA

R
T

R
E

, [ L
e C

ogito sartrien ], É
dition G

arnier. p. 41.
（
27
）　

L ’Im
aginaire 

の
最
終
部
分
に
お
い
て
、
サ
ル
ト
ル
は
、
芸
術
作
品
は
す
べ
て analogon 

の
所
産
で
あ
る
が
故
に
非
実
体
的
な
も
の
で
あ

り
、
審
美
的
観
想
は
空
無
化
作
用
（néantisation

）
を
呼
び
起
す
に
止
ま
る
と
す
る
。

（
28
）　

L ’Im
aginaire 

以
外
に
も
、L ’Ê

tre et le N
éant 

で
も
関
連
し
た
記
事
は
あ
る
。p. 661.

　
　

存
在
が
一
つ
の
全
体
性
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
果
た
し
て
次
の
よ
う
な
事
実
は
受
け
入
れ
難
い
も
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
象
徴
化
の
基

本
的
関
係
、
例
え
ば
〔
糞=

金
、
針
刺
し
＝
乳
房
等
々
〕
の
象
徴
化
が
成
立
し
、
そ
れ
は
い
か
な
る
場
合
に
も
不
易
な
意
味
を
持
つ
と
す
る
時
、

あ
る
意
味
的
総
体
か
ら
別
の
意
味
的
総
体
に
移
行
し
て
も
、
象
徴
化
の
基
本
関
係
は
変
質
し
な
い
、
と
い
う
の
は
考
え
ら
れ
な
い
。

（
29
）　

Sim
one de B

eauvoir 

の L
a force de l ’âge

（
女
ざ
か
り
）
よ
り
。

（
30
）　

M
iguel de U

nam
uno y Jogo, L

a agonia del cristianism
o, 

『
キ
リ
ス
ト
教
の
苦
悶
』、
ウ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス
叢
書
、
法
政
大
学
出
版
局
、

神
吉
敬
三
、
佐
々
木
孝
訳　

p. 4.

（
31
）　

R
obert G

. O
lson,  A

n introduction to existentialism
, 

成
川
武
夫
訳
、
紀
伊
國
屋
書
店
、p. 77.

（
32
）　

L ’Ê
tre et le N

éant., ibid. p. 69.

（
33
）　

ibid., p. 81.

（
34
）　

ibid., p. 82.

（
35
）　

L
a force de L ’âge, 

朝
吹
登
水
子
、
二
宮
フ
サ
訳
、
紀
伊
國
屋
書
店
、p. 11.

（
36
）　

M
étam

orphose de la litterature, ibid. p. 261.

（
37
）　

B
eauvoir 

の
回
想
録
、L

a force de l ’âge 

よ
り
。

（
38
）　

Peter D
em

psey 

博
士
の
証
言
。
モ
リ
ス
・
ク
ラ
ン
ス
ト
ン
、『
サ
ル
ト
ル
の
世
界
』
堂
庭
一
郎
訳
、
清
水
弘
文
堂
、
一
九
七
一
、pp. 

7-8.
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（
39
）　

L
a N

ausée, ibid., pp. 218-219.

（
40
）　

L
e M

ur, G
allim

ard, folio, 1972, p. 189.
（
41
）　

ibid., p. 171.
（
42
）　

ibid., p. 191.

（
43
）　

ibid., p. 207.

（
44
）　

註
（
14
）
を
参
照
。

（
45
）　

L ’Ê
tre et le N

éant, ibid., p. 66.

（
46
）　

L
a N

ausée 

の épigraphe 

が C
éline 

の
文
章
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
サ
ル
ト
ル
がC

éline 

に
よ
ほ
ど
の
共
感
を
覚
え
た
こ
と
は
疑
い

な
い
。

（
47
）　

M
ichel C

ontat, M
ichel R

ybalka, L
es É

crits de Sartre, C
hronologie, bibliographie com

m
entée, G

allim
ard, p. 25.

（
48
）　

L
e M

ur 

の
舞
台
と
な
っ
た
。

（
49
）　

L ’Ê
tre et le N

éant, ibid., p. 705.

（
50
）　

ibid., p. 706.

第
二
章　

サ
ル
ト
ル　

ス
カ
ト
ロ
ジ
ー
へ
の
郷
愁

（
1
）　

P
ierre de B

oisdeffre, L
e R

om
an français depuis 1990 (que sais-je ? 1979) p. 48.

（
2
）　

ibid., p. 47.

（
3
）　

ibid., p. 47.

（
4
）　

W
alter B

enjam
in, 

著
作
集
七
、『
文
学
の
危
機
』、W

erke B
and 7, A

ll rights reserved by Suhrkam
p Verlag K

G
., Frankfurt 

高
木

久
雄
他
訳
、p. 166.

（
5
）　

白
井
浩
二
、『
純
粋
観
客
』、
大
光
社
、
一
九
七
〇
、p. 144.  

よ
り
。
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（
6
）　

モ
ー
リ
ス
・
ブ
ラ
ン
シ
ョ
、『
焰
の
文
学
』、
重
信
常
喜
訳
、
紀
伊
國
屋
書
店
、p. 166.

（
7
）　

P
ierre de B

oisdeffre, M
E

TA
M

O
R

PH
O

SE
 D

E
 L

A
 LIT

T
É

R
AT

U
R

E
 II; D

E
 PR

O
U

ST
 A

 SA
R

T
R

E
 (A

L
SAT

IA
 1963) p. 258.

（
8
）　

J.-P. Sartre, L
a N

ausée, L
e livre de poche, pp. 222-223.

（
9
）　
〝
彼
は
葉
緑
素
ア
レ
ル
ギ
ー
で
、
牧
草
の
緑
が
た
ま
ら
な
か
っ
た
。〞
／Sim

one de B
eauvoir, L

a force de l ’âge, 

朝
吹
登
水
子
訳
、
紀
伊

國
屋
書
店
、p. 11.

（
10
）　

“L
’être transphénom

énal de ce qui est pour la conscience est lui-m
êm

e en soi, ” L ’Ê
tre et le N

éant, G
allim

ard, p. 29.

（
11
）　

L
a N

ausée, L
e livre de poche. p. 180.

（
12
）　

L
e M

ur, G
allim

ard, folio, 1972, pp. 107-108.

（
13
）　

ibid., pp. 113-114.

（
14
）　

ibid., pp. 24-25.

（
15
）　

P
ierre B

outang, Sartre est-il un possédé ?, Table R
onde, 1964.

　
　

非
常
に
懐
疑
的
な
人
々
が
一
般
に
わ
れ
わ
れ
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
《
憑
か
れ
た
人
》
が
増
え
て
い
る
事
実
を
認
識
し
始
め
て
い
る
。
元
合

衆
国
副
大
統
領
ワ
レ
ス
氏
は
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
悪
魔
か
、
少
な
く
と
も
反
キ
リ
ス
ト
者
か
と
問
う
た
。
と
こ
ろ
で
！　

サ
ル
ト
ル
を
現
代
の
悪
魔

タ
イ
プ
に
仕
立
て
よ
う
と
す
る
彼
ら
両
者
に
と
っ
て
不
利
益
な
評
判
を
打
ち
消
す
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
事
実
は
全
く
違
う
こ
と
を
証
明
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
二
人
の
人
物
に
は
共
通
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
憑
依
的
妄
想
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
悪
魔
に

《
憑
依
し
て
い
る
》
の
が
サ
ル
ト
ル
で
あ
る
可
能
性
は
殆
ど
な
い
の
で
あ
る
か
ら
次
の
よ
う
に
断
言
す
る
に
到
る
：
サ
ル
ト
ル
は
憑
か
れ
た
人

間
で
あ
る
と
。

（
16
）　
〝
嘔
吐
を
催
さ
せ
る
、
粘
液
質
の
小
説
家
で
あ
り
、
か
つ
明
晰
に
し
て
論
理
的
な
哲
学
者
。
こ
れ
が
同
一
人
物
の
極
め
て
異
な
る
両
面
で

あ
る
〞
／C

harles M
oeller, Littératuve du X

X
ºsiécle et christianism

e II, L
a Foi en JésusC

hrist, C
A

ST
E

R
M

A
N

 1976, p. 51.

（
17
）　

L
e M

ur, p. 47.

（
18
）　

ibid., pp. 70-71.
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（
19
）　

ibid., p. 92.

（
20
）　

ibid., p. 92.
（
21
）　

ibid., p. 83.
（
22
）　

P
ierre B

outang, Sartre est-il um
 possédé? , p. 7.

（
23
）　

L
e M

ur, pp. 82-83.

（
24
）　

ibid., p. 83.

（
25
）　

ibid., pp. 83-84.

（
26
）　

ibid., p. 100.

（
27
）　

ibid., p. 81.

（
28
）　

ibid., pp. 187-191.

（
29
）　

Francis Jeanson, Sartre par lui-m
êm

e, É
crivains de toujours, aux éditions du seuil, 1963 p. 5.

（
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あ
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）　

John G
erassi, Sartre, C

onscience haïe de son siècle, E
dition du R

ocher, 1992, II A
dulte Terrible 

の
項
参
照
。

（
46
）　

L
a cérém

onie des adieux, p. 50.

（
47
）　

ibid., p. 50.

（
48
）　

O
B

LIQ
U

E
S, p. 179.

（
49
）　

ibid., p. 179.

（
50
）　

ibid., p. 179.

（
51
）　

J.-P. Sartre, L ’Idiot de la fam
ille
★, G

allim
ard, 1971, (L

ire, N
aïveté et L

angage)

（
52
）　

ibid., pp. 8-9.

（
53
）　

ibid., p. 17.

（
54
）　

ibid., p. 133.

（
55
）　

ibid., p. 136.

（
56
）　

ibid., p. 151.

（
57
）　

ibid., p. 151.

（
58
）　

Sartre as B
iographer, p. 7.

（
59
）　

ibid., p. 7.

（
60
）　

H
uis-C

los, G
allim

ard, folio, 1972, p. 93.
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第
四
章　

サ
ル
ト
ル
の
「
愛
」
と
「
他
者
」

（
1
）　

Jean-Jacques B
rochier, Pour Sartre, Paris, J.C

. L
attès, 1995. p. 11.

（
2
）　

ibid., p. 135.
（
3
）　

ibid., p. 136.

（
4
）　

ibid., p. 136.

（
5
）　

ibid., p. 137.

（
6
）　

ibid., p. 137.

（
7
）　

ibid., p. 137.

（
8
）　

A
lain B

uisine, L
aideurs de Sartre, P

resses U
niversitaires de L

ille, 1986.

（
9
）　

L ’Ê
tre et le N

êant, nrf, 1886.

（
10
）　

ibid., p. 275.

（
11
）　

ibid., p. 280.

（
12
）　

ibid., p. 319.

（
13
）　

ibid., p. 319.

（
14
）　

ibid., p. 431.

（
15
）　

J.-P. Sartre., L
e Sursis, G

allim
ard, poche, p. 157.

（
16
）　

op.cit., p. 609.

（
17
）　

ibid., p. 609.

（
18
）　

ibid., p. 609.

（
19
）　

P
ierre V. Zim

a, L ’indifférence rom
anesque Sartre, M

oravia, C
am

us, L
e sycom

ore, pp. 78-79.

（
20
）　

ibid., p. 79.
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（
21
）　

J.-P. Sartre, L
a N

ausée, G
allim

ard, poche, p. 180.

（
22
）　

J.-P. Sartre, L ’Im
aginaire, G

allim
ard, 1940. p. 20.

（
23
）　

Jean R
ousset, Form

e et Signification, José C
orti, 1986, Introduction, pp. vi-vii.

（
24
）　

ibid., pp. vii-viii.

（
25
）　

G
eneviève Idt, Sartre rom

ancier ; lectures actuelles de l ’œ
uvre rom

anesque de Sartre,  

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
十
一
月
二
十

八
日
、
関
西
大
学
に
於
け
る G

eneviève Idt 

氏 

招
聘
講
演
原
稿
よ
り
。

（
26
）　

ibid., p. 4.

（
27
）　

ibid., p. 4.

（
28
）　

ibid., p. 4.

（
29
）　

ibid., p. 3.

（
30
）　

ibid., p. 3.

（
31
）　

L
a N

ausée, p. 180.

（
32
）　

P
ierre de B

oisdeffre, L
e rom

an français depuis 1900, que sais-je? p. 47.

（
33
）　

Suzanne L
ilar, A

 propos de Sartre et de l ’am
our, B

ernard G
rasset,  

榊
原
晃
三
訳
、
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
六
七
、p. 56.

（
34
）　

ibid., p. 61.

（
35
）　

J.-P. Sartre, L
es M

ots, G
allim

ard, p. 15.

（
36
）　
『
サ
ル
ト
ル
―
自
身
を
語
る
』
海
老
坂
武
訳
、
人
文
書
院
、p 13.

（
37
）　

ibid., p. 15.

（
38
）　

J.-P. Sartre, B
audelaire, G

allim
ard, p. 21.

（
39
）　

ibid., p. 21.

（
40
）　

ibid., p. 15.
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（
41
）　

ibid., p. 105.

（
42
）　

op., cit. p. 434.
（
43
）　

L ’Ê
tre et le N

éant, p. 413.
（
44
）　

L ’Ê
tre et le N

éant, p. 313.

（
45
）　

ibid., p. 108.

（
46
）　

ibid., p. 108.

（
47
）　

Sartre, un théâtre de situations, idée / gallim
ard, 1973, p. 238.

（
48
）　

Sim
one de B

eauvoir, L
e deuxièm

e sexe, 

生
島
遼
一
訳
、
新
潮
文
庫
、
一
九
八
七
、p. 50.

（
49
）　

ibid., p. 50.

（
50
）　

ibid., p. 51.

（
51
）　

L ’Ê
tre et le N

éant, pp. 720-721.



416　

第
五
部　

時
代
と
思
想

第
一
章　

フ
ラ
ン
ス
現
代
文
学
に
見
る
〔
不
条
理
〕
の
実
体　

―
カ
ミ
ュ
、
マ
ル
ロ
ー
、
サ
ル
ト
ル
―

（
1
）　

A
lbert C

am
us, le m

ythe de sisyphe, G
allim

ard, 1942. p. 13.
（
2
）　

ibid., p. 32.

（
3
）　

テ
ル
ト
リ
ア
ヌ
ス
に
つ
い
て
は
、
カ
ミ
ュ
の
学
位
論
文
『
キ
リ
ス
ト
教
形
而
上
学
と
ネ
オ
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
』
及
び
『
反
抗
的
人
間
』
の
中

に
も
、
関
係
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。

（
4
）　

Ｓ
・
フ
ィ
ン
ケ
ル
タ
イ
ン
、『
実
存
主
義
と
ア
メ
リ
カ
文
学
』、
永
原
誠
訳
、
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
六
八
、p. 8.

（
5
）　

コ
リ
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、『
新
時
代
の
文
学
』、
中
村
保
男
訳
、
福
村
出
版
社
、
一
九
七
六
、p. 84.

（
6
）　

ibid., p. 84.

（
7
）　

因
み
に
、
サ
ル
ト
ル
も
《
実
存
主
義
哲
学
の
い
く
つ
か
の
用
語
、
例
え
ば
世
界
内
存
在 In-der-W

elt-sein 

の
よ
う
な
言
葉
は
も
う
す
で

に
腐
敗
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
言
葉
に
は
い
ま
で
は
い
ろ
ん
な
夾
雑
物
が
入
り
す
ぎ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
あ
の
言
葉

を
は
じ
め
て
語
っ
た
こ
ろ
に
は
、
そ
れ
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
言
お
う
と
し
た
こ
と
だ
け
し
か
意
味
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
い
ま
で
は
、
そ
れ

は
な
ん
で
も
意
味
し
て
し
ま
う
。「
実
存
主
義
者
」
と
か
、「
実
存
的
」
と
か
い
う
言
葉
と
同
様
に
、
単
な
る
一
つ
の
言
葉
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
私

は
先
日
タ
ク
シ
ー
事
故
に
遭
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
大
阪
の
交
通
地
獄
の
実
存
的

0

0

0

経
験
を
し
た
の
で
あ
る
と
言
っ
た

日
本
人
が
い
ま
し
た
（
…
…
）
哲
学
は
…
…
言
葉
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
…
…
自
己
を
再
創
造
す
る
…
…
》
と
、
一
九
六
六
年
の
日
本
の
知

識
人
と
の
対
話
で
語
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
経
緯
は
作
家
一
個
人
の
言
葉
と
の
関
係
に
お
い
て
も
生
じ
る
現
象
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
8
）　

A
ndré M

alraux, L
es C

onquérants

：『
征
服
者
』、
沢
田
潤
訳
、
中
央
公
論
社
、
一
九
六
四
、p. 42.

（
9
）　

ibid., p. 42.

（
10
）　

A
ndré M

aurois, D
e Proust à C

am
us

：『
現
代
フ
ラ
ン
ス
作
家
論
』、
谷
長
茂
他
訳
、
駿
河
台
出
版
社
、
一
九
七
〇
、pp. 419-423.

（
11
）　
《Je reconnais donc ici une œ

urve absurde dans ses principes.

》le m
ythe de sisyphe, p. 175.

（
12
）　

R
.-M

. A
L

B
É

R
È

S, B
IL

A
N

 LIT
T

É
R

A
IR

E
 D

U
 X

X
e SIÈ

C
LE

：『
二
十
世
紀
文
学
の
決
算
』、
村
松
剛
訳
、
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
六
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七
、p. 61.

（
13
）　

A
ndré M

alraux, L
a C

ondition ham
aine, G

allim
ard, 1946. p. 74.

（
14
）　

ibid., p. 126.
（
15
）　

R
.-M

. A
L

B
É

R
È

S, l ’A
venture intellectuelle du X

X
e siècle, A

L
B

IN
 M

IC
H

E
L

, 1963. p 252.

（
16
）　

A
ndré M

alraux, L
a Voie royale

：『
王
道
』、
滝
田
文
彦
訳
、
新
潮
世
界
文
学
、
一
九
七
七
、p. 29.

（
17
）　

ibid., p. 30.

（
18
）　

A
lbert C

am
us, L ’H

om
m

e révolté, G
allim

ard, 1945, p. 19.

（
19
）　
『
王
道
』、p. 133.

（
20
）　

ibid., p. 133.

（
21
）　

L
a C

ondition hum
aine, p. 246.

（
22
）　

le m
ythe de sisyphe, p. 13.

（
23
）　

ibid., p. 26.

（
24
）　

ibid., p. 15.

（
25
）　

ibid., p. 18.

（
26
）　

ibid., p. 18.

（
27
）　

ibid., p. 19.

（
28
）　

ibid., p. 18.

（
29
）　

ibid., p. 18.

（
30
）　

ibid., p. 76.

（
31
）　

ibid., p. 78.

（
32
）　

ibid., p. 78.
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（
33
）　

ibid., p. 19.

（
34
）　

ibid., p. 77.
（
35
）　

ibid., p. 76.
（
36
）　

ibid., p. 76.

（
37
）　

ibid., pp. 76-78.

（
38
）　

ibid., p. 78.

（
39
）　

フ
ォ
イ
エ
ル
・
バ
ッ
ハ
、『
唯
心
論
と
唯
物
論
』、
船
山
信
一
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
一
、p. 19.

（
40
）　

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ム
ー
ニ
ェ
、『
カ
ミ
ュ
―
絶
望
者
た
ち
の
希
望
』、
佐
藤
昭
夫
訳
、
審
美
文
庫
、
一
九
七
三
、p. 19.

（
41
）　

A
lbert C

am
us, L ’H

om
m

e révolté, G
allim

ard, 1954, p. 16.

（
42
）　

Sartre, L ’Ê
tre et le N

éant, G
allim

ard, 1968. p. 559.

（
43
）　

ibid., p. 617.

（
44
）　

ibid., p. 623.

（
45
）　

ibid., p. 624.

（
46
）　

ibid., p. 624.

（
47
）　

Sartre, la N
ausée, G

allim
ard, folio, 1978. p 181.

（
48
）　

ibid., p. 181.

（
49
）　

ibid., p. 181.

（
50
）　

ibid., p. 182.

（
51
）　

ibid., p. 182.

（
52
）　

ibid., p. 182.

（
53
）　

ibid., p. 182.
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（
54
）　

ibid., p. 181.

（
55
）　

ibid., p. 184.
（
56
）　

ibid., p. 184.
（
57
）　

ibid., p. 185.

（
58
）　

コ
リ
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、『
小
説
の
た
め
に
』、
鈴
木
建
三
訳
、
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
八
〇
、p. 215.

（
59
）　

コ
リ
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、『
至
高
体
験
』、
由
良
君
美
他
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
八
一
、p. 304.

（
60
）　

le m
ythe de sisyphe, p. 13.

（
61
）　

P
ierre de B

oisdeffre, L
e R

om
an Français D

epuis 1900, que sais-je?, 1979. p. 47.

（
62
）　

エ
ド
ガ
ー
・
モ
ラ
ン
、『
人
間
と
死
』、
渡
辺
広
士
訳
、
審
美
文
庫
、
一
九
七
四
、p. 46.

第
二
章　

サ
ル
ト
ル
の
実
存
的
「
不
安
」
に
つ
い
て

（
1
）　

B
laise Pascal, Pensées, ﹇『

世
界
の
名
著
、
パ
ス
カ
ル
』
前
田
陽
一
訳
、
中
央
公
論
社
、『
パ
ン
セ
』、
第
二
章
断
章
七
十
二
﹈。

（
2
）　
「
私
は
不
安
に
満
ち
て
い
る
」
ほ
う
が
よ
い
。「
私
は
不
安
に
満
ち
た
精
神
を
持
っ
て
い
る
」。
前
掲
書
、
第
一
章
断
章
五
十
六
。

（
3
）　

前
掲
書
、
第
二
章
断
章
六
十
三
。

　
　

モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
に
関
し
て
は
例
え
ば
次
の
よ
う
な
記
述
が
パ
ス
カ
ル
に
不
快
感
を
与
え
た
と
推
察
さ
れ
る
。「
自
殺
」
に
つ
い
て
の
項
で
彼

は
「
自
殺
に
よ
っ
て
避
け
て
も
良
い
病
気
は
三
つ
し
か
な
い
。
そ
の
う
ち
で
最
も
辛
い
の
は
膀
胱
結
石
で
あ
る
」
と
自
殺
の
赦
さ
れ
る
条
件
を

提
示
し
た
あ
と
で
、
良
心
に
加
え
ら
れ
る
暴
力
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
特
に
婦
人
の
貞
操
に
対
す
る
暴
力
と
自
殺
に
つ
い
て
、
数
多
の
聖
女
に

名
を
連
ね
る
貴
婦
人
た
ち
が
、
敵
方
の
兵
士
に
よ
る
暴
行
を
避
け
る
た
め
に
自
殺
し
た
例
を
、
敬
意
を
捧
げ
な
が
ら
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、

現
代
（
当
時
）
の
そ
う
し
た
不
幸
に
巻
き
込
ま
れ
た
一
婦
人
の
ケ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。《
こ
の
女
は
数
人
の
兵
士
の
手
に
渡
っ
て
こ
う
言
っ
た
。

「
あ
あ
、
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。
せ
め
て
一
生
一
度
だ
け
で
も
罪
を
犯
さ
ず
に
堪
能
で
き
た
の
だ
も
の
」》。
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
は
か
く
し
て
、
こ

の
よ
う
な
不
幸
な
境
遇
に
陥
っ
て
も
自
殺
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
暗
に
仄
め
か
し
て
い
る
。
ミ
シ
ェ
ル
・
ド
・
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
、『
エ
セ
ー
Ⅰ
』、
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原
二
郎
訳
、
筑
摩
世
界
文
学
大
系
十
三
、
一
九
八
〇
、pp.251-253.

（
4
）　

前
掲
書
、
第
二
章
断
章
六
十
三
。

（
5
）　

同
書
、
断
章
七
十
七
。

（
6
）　

同
書
、
断
章
七
十
八
。

（
7
）　

ゼ
ー
レ
ン
・
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
、『
不
安
の
概
念
』﹇『
世
界
の
名
著
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
』
田
淵
義
三
郎
訳
、
中
央
公
論
社
、p. 210.

﹈

（
8
）　

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
、『
あ
れ
か
、
こ
れ
か
』、﹇『
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
著
作
集
一
』
第
一
巻
（
上
）
浅
井
真
男
訳
、
白
水
社
、p. 246.

﹈

（
9
）　

ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
。

（
10
）　

„Sein und Zeit “ von M
artin H

eidegger, erste A
uflage, 1927. M

ax N
iem

eyer, Verlag. ﹇『
存
在
と
時
間
』
松
尾
啓
吉
訳
、
勁
草
書
房
、

上
巻
、p. 10.

﹈

（
11
）　

フ
ラ
ン
ス
語
で
は un tel
（
某
氏
）、un tel 

か
ら
脱
却
し
本
来
的
な
生
き
方
を
創
造
す
る
こ
と
が
実
存
哲
学
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

（
12
）　

先
駆
的
覚
悟
性
（Vorlaufende E

ntschlossenheit

）。

（
13
）　

サ
ル
ト
ル
、『
い
ま　

希
望
と
は
』
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
オ
プ
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ゥ
ー
ル
﹇
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
海
老
坂
武
訳
・
解
説
、
一
九
八
〇
、

四
、
十
八
、p . 13.

﹈

（
14
）　

R
aym

ond A
ron, M

ém
oires, 1983, Julliard, pp. 715-720. 

　
　

旧
友
：m

on petit cam
arade, 

ア
ロ
ン
は
学
生
時
代
か
ら
サ
ル
ト
ル
を
そ
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
た
。

（
15
）　

ibid., p. 716.

（
16
）　

Sim
one de B

eauvoir, L
a cérém

onie des adieux suivi d ’ E
ntretien avec Jean-Paul Sartre, 1974, G

allim
ard, p. 150.

（
17
）　

ibid., p. 151.

（
18
）　

A
lain B

uisine, L
aideurs de Sartre, 1986, P

resses U
niversitaires de L

ille, p. 61.

（
19
）　

L
es carnets de la drôle de guerre, G

allim
ard, 1983, p. 17.

（
20
）　

L
aideurs de Sartre, p. 63.
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（
21
）　

John G
erassi, Sartre, C

onscience haïe de son siècle, II. A
dulte Terrible, É

dition du R
ocher, 1992.

（
22
）　

サ
ル
ト
ル
追
悼　

Ａ
・
グ
リ
ュ
ッ
ク
ス
マ
ン
に
聞
く
、『
海
』、
西
永
良
成
訳
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
、
七
月
号
、p. 328.

（
23
）　
『
海
』、p. 346.

（
24
）　
『
い
ま　

希
望
と
は
』
朝
日
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